
令和３年７月１日 第１２号
奈良県下市町教育委員会
教育長 小谷 隆男 発行教育委員会から町民の皆様への情報通信

会性を身に付ける途上にある児童・生徒が集団で活動するとき、「いじめ」は常に起こりえ

ると考えておく必要があります。学校や習い事、塾、遊び場、最近ではＳＮＳなどにもその種

が潜んでいます。先生方を含め周りの大人は、トラブルやけんか、ふざけあいと見えるものの中に

「いじめ」があると考えて行動を起こすべきです。情報共有と初期対応は最も重要です。

もそもは、「いじめ」を

許さない社会や学校

であるべきですが、そうなりき

れていない大人社会の現実

もあります。３年前には神戸

市で教員同士の「いじめ」が

大きなニュースになりました。

下市町でも、そんな事件を教

訓にしなくてはなりません。

ずは、学校として「いじめ」を許さない、そしてお互い

の違いを楽しんで共に生きていく、そんな雰囲気を

意識的に作り上げる必要があると思います。

そのために、子どもの様子をよく観察し、小さなことでも

空振りを恐れずに声をかけ、見逃さない対応をします。学校

では６月に「いじめに関するアンケート」を実施しました。

先生方は、速やかで、正確な対応を進めようとしています。
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教職員のワクチン接種
６月２２日、町立学校園で働く職

員の希望者がワクチン接種をさせ
ていただきました。子どもへ感染さ
せたり、教育を止めることのないよ
うにという町のはからいでした。あり
がとうございました。引き続き学校
園での感染対策に留意します。

ま

＜小６「国語」より１問＞

⑴ 次の 部を漢字で書きましょう。

…ボールが残されたままころがっている。

…すみの方につみ重ねられています。

＜中３「数学」より１問＞

⑴ このおうぎ形の弧の長

さは、同じ半径の円の円

周の長さの何倍ですか。

教えて、トンボのあきつん！

小６と中３だけ国語と算数・数学の全国テストがあっ
たよ。これは何？ 比べられる？みたいで少しやだな。

５月2７日、全国の小６・中３が一斉に受けた
テストだね。「全国学力・学習状況調査」といって、
国が２００７年から始め、今年で１５年になるんだ。
過去には、学力偏重や多額の経費面から心配の声
は多かったけれど、今は定着してきているよ。

でも、マスコミは結果にとても敏感で、どの県
が１番だとか、奈良県はどうだこうだ…と毎年騒ぐ
んだ。本来、この調査は学校での指導方法の改善
や工夫に生かすためのもので、地域ごとに順位を
つけ、競争をあおるものじゃないんだよ。ごんたくん。

※答えは裏面

あきつん

「いじめ」は常に起こりえる。 学校でも地域でも。
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旧小学校の校舎の解体が来月には始まります。想像するだけで胸

がつまります。校舎には多くの人の思い出がつまっているからでしょう

か。なお、過去の卒業制作は、可能な限り旧阿知賀小で保存します。

７月１０日（土）１９時、下市観光文化センターで工事の説明会を開

催します。近隣の皆様にはご理解の程よろしくお願い申し上げます。

６月の「カジュアル・ウィーク」
６月の第３週に、小学校・中学校において

「カジュアル・ウィーク」が実施されました。小学
生の多くは私服で登校していましたが、中学生
の多くは体操服でした。周りの様子が気になっ
たのでしょうか。いろいろと考えてしまいます。
最近の世論は制服の「ジェンダー・ニュートラ
ル」について関心が高く、性多様性の観点から
も見直す時期に来ているのかもしれません。
６月２８日（月）に、第

３回制服等検討委員会
を開催し、更に議論を深
めます。様々な意見をよ
く吟味し教育委員会議
へ答申します。

来年度末で閉校になる下市中は、昭和２２年に下市小学校

内に開校しました。開校して２年後に新校舎が落成し現在地

に移転しています。その後、昭和３３年に秋野中学校、昭和４５

年に丹生中学校を統合し、現在に至っています。新築当時は

流行だった開放廊下は現在では「冬場は寒い」と少し不評で

すが、それもいい思い出でしょうか。たくさんの生徒がいた時代には、合唱やスポーツの盛んな学

校で全国大会へ出場する部活動もあったそうです。また、温水プールや円形の体育館など他には

ない施設のあった学校でした。あと１年９ヶ月、まだまだ生徒たちの更なる活躍を期待しています。

教育委員による「学校訪問」の３日間
毎年のことですが、６月は下市町教育委員による学校訪問があ

ります。６月２３日現在、１１日下市こども園、１７日下市中へ訪問しまし

た。２４日には下市小へ行きます。 先生方の紹介に始まり、授業

見学、帳簿類の点検、校長・園長による説明を受けます。 こ ど も

園のグラウンドの環境は、県下でも有数でうらやましがられていること

や、中学校の子どもたちのＩＣＴ利用や取組は、県下でも進んでいること

などを聞くと、委員もうれしくなります。 今年度も、きっと困難も

あるでしょうが、教育委員会と学校が協力して前へ進めていきます。

旧校舎で最後のファイヤー
下市小５年が、野外活動のあと、旧校舎の

グラウンドで楽しいキャンプファイヤーをしまし
た。小雨でしたが、火は赤々と燃え上がり感動
的でした。校舎最後のいい思い出になったと
思います。校長先生の「火の矢」、教頭先生の
「火の神」、担当の先生方も一生懸命でした。

答 転がって、 積み、 倍１６


